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規

則

都
市
計
画
法
に
規
定
す
る
開
発
行
為
等
の
規
制
に
係
る
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
八
十
号

都
市
計
画
法
に
規
定
す
る
開
発
行
為
等
の
規
制
に
係
る
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

都
市
計
画
法
に
規
定
す
る
開
発
行
為
等
の
規
制
に
係
る
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
規
則
第

百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
開
発
行
為
許
可
申
請
書
等
の
様
式
及
び
添
付
図
書
）

第
二
条

法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
規
則
第
十
六
条
第
一
項
に

規
定
す
る
開
発
行
為
許
可
申
請
書
に
法
第
三
十
条
第
二
項
及
び
規
則
第
十
七
条
に
規
定
す
る
書
面
及

び
図
書
の
ほ
か
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
四
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
開
発
区
域
（
以
下
「
開
発
区
域
」
と
い
う
。
）
と
な
る
べ
き

土
地
の
公
図
の
写
し

二

開
発
区
域
と
な
る
べ
き
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

三

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書

２

法
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
一
号
様
式

に
規
定
す
る
開
発
行
為
変
更
許
可
申
請
書
に
規
則
第
二
十
八
条
の
三
に
規
定
す
る
図
書
の
ほ
か
知
事

が
必
要
と
認
め
る
図
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
三
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
軽
微
な
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
別
記

第
一
号
様
式
の
二
に
規
定
す
る
開
発
行
為
変
更
届
出
書
に
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書
を
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
及
び
第
四
条
を
削
る
。

第
五
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、
「
の
印
鑑
証
明
書
」
を

「
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
書
類
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
を

第
三
条
と
す
る
。

第
六
条
を
第
四
条
と
し
、
第
六
条
の
二
を
削
り
、
第
七
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
八
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
「
開
発
許
可
標
識
」
の
下
に
「
又
は
前
項
に

規
定
す
る
開
発
許
可
標
識
に
代
え
る
標
識
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
五
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
又
は
同
法
第
三



令和6年3月29日（金曜日）東 京 都 公 報（増刊 19） ２

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
同
法
第
三
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場

合
に
は
、
同
法
第
四
十
九
条
の
標
識
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
を
も
っ
て
前
項
の
開
発

許
可
標
識
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

開
発
許
可
標
識
で
あ
る
旨
の
表
示

二

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

三

開
発
区
域
の
面
積

四

工
事
施
行
者
の
住
所

第
九
条
を
第
七
条
と
し
、
第
十
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
東
京
都
公
報
に
登
載
し
て
」
を

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
広
く
都
民
に
周
知
す
る
方
法
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九

条
と
す
る
。

第
十
二
条
を
第
十
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
十
四
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
五

条
を
削
る
。

第
十
六
条
中
「
別
記
第
十
二
号
様
式
」
を
「
別
記
第
十
一
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と

す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
別
記
第
十
三
号
様
式
」
を
「
別
記
第
十
二
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
別
記
第
十
四
号
様
式
」
を
「
別
記
第
十
三
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
別
記
第
十
五
号
様
式
」
を
「
別
記
第
十
四
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と

す
る
。

第
十
九
条
中
「
別
記
第
十
六
号
様
式
」
を
「
別
記
第
十
五
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と

す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「第
４
条

」
を
「第

２
条

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
１
中
「宅

地
造
成
等
規
制

法

」
を
「宅

地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法

」
に
、
「第

３
条
第
１
項

」
を
「第

１０条
第
１
項

」
に
、

「宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
内

」
を
「宅

地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
又
は
同
法
第
２６条

第
１
項
の
特
定

盛
土
等
規
制
区
域

」
に
、
「第

８
条
第
１
項
本
文
の
宅
地
造
成

」
を
「第

１６条
第
１
項
の
宅
地
造
成

等

」
に
、
「許

可
が
不
要
と
な
り
ま
す

」
を
「変

更
許
可
又
は
同
法
第
３５条

第
１
項
の
特
定
盛
土
等
に

関
す
る
工
事
の
変
更
許
可
を
取
得
し
た
と
み
な
さ
れ
ま
す

」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
二
中
「第

４
条

」
を
「第

２
条

」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
一
号
様
式
の
四
を
削
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中
「第

６
条

」
を
「第

４
条

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
か
ら
別
記
第
二
号
様
式
の
五
ま
で
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
及
び
別
記
第
三
号
様
式
の
二
中
「第

７
条

」
を
「第

５
条

」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中
「（

第
８
条

」
を
「（

第
６
条

」
に
、
「第

８
条
第
１
項

」
を
「第

６
条

」
に

改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
二
を
削
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中
「第

９
条

」
を
「第

７
条

」
に
、

「許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
・
氏
名

電
話

（
）

」
を

工
事
施
行
者
の
住
所
・
氏
名

電
話

（
）

「許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
・
氏
名

」
に

工
事
施
行
者
の
住
所
・
氏
名

改
め
る
。

別
記
第
六
号
様
式
及
び
別
記
第
七
号
様
式
中
「第

１０条

」
を
「第

８
条

」
に
改
め
る
。

別
記
第
八
号
様
式
及
び
別
記
第
八
号
様
式
の
二
中
「第

１２条

」
を
「第

１０条

」
に
改
め
る
。

別
記
第
九
号
様
式
及
び
別
記
第
九
号
様
式
の
二
中
「第

１３条

」
を
「第

１１条

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
号
様
式
中
「第
１４条

」
を
「第

１２条

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
及
び
別
記
第
十
一
号
様
式
の
二
を
削
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式
中
「別

記
第
１２号

様
式
（
第
１６条

関
係
）

」
を
「別

記
第
１１号

様
式
（
第
１３条

関
係
）

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
十
一
号
様
式
と
す
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
中
「別

記
第
１３号

様
式
（
第
１７条

関
係
）

」
を
「別

記
第
１２号

様
式
（
第
１４条

関
係
）

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
十
二
号
様
式
と
す
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
中
「別

記
第
１４号

様
式
（
第
１７条

関
係
）

」
を
「別

記
第
１３号

様
式
（
第
１４条

関
係
）

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
十
三
号
様
式
と
す
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
中
「別

記
第
１５号

様
式
（
第
１８条

関
係
）

」
を
「別

記
第
１４号

様
式
（
第
１５条

関
係
）

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
第
十
四
号
様
式
と
す
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
十
六
号
様
式
を
別
記
第
十
五
号
様
式
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例
第
三
十

六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条

第
一
項
」
に
改
め
る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
都
市
計
画
法
に
規
定
す
る
開
発
行
為
等
の

規
制
に
係
る
施
行
細
則
の
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、

な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
八
十
一
号

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細
則

東
京
都
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
五
十
四
号
）
の
全
部
を

改
正
す
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

盛
土
規
制
法
調
書
（
第
三
条－

第
五
条
）

第
三
章

技
術
的
基
準
（
第
六
条－

第
十
三
条
）

第
四
章

特
定
工
程
（
第
十
四
条
・
第
十
五
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
十
六
条－

第
二
十
一
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
細
則
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第

十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
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七
年
建
設
省
令
第
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
及
び
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施

行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
令
第
二
十
条
第
一
項
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
措
置
及
び
令
第
二
十
条
第
二
項
（
令
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
技
術
的
基
準
の
強
化
又
は
付
加
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
細
則
で
使
用
す
る
用
語
の
意
義
は
、
法
、
令
及
び
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

第
二
章

盛
土
規
制
法
調
書

（
盛
土
規
制
法
調
書
）

第
三
条

知
事
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
し
た
と
き

は
、
当
該
許
可
に
係
る
土
地
に
つ
い
て
、
盛
土
規
制
法
調
書
（
以
下
「
調
書
」
と
い
う
。
）
に
登
録

す
る
も
の
と
す
る
。

２

条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

工
事
が
施
行
さ
れ
る
土
地
の
所
在
地

二

工
事
の
許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

三

工
事
の
着
手
予
定
年
月
日
及
び
完
了
予
定
年
月
日

四

盛
土
若
し
く
は
切
土
の
高
さ
又
は
土
石
の
堆
積
の
最
大
堆
積
高
さ

五

盛
土
若
し
く
は
切
土
を
す
る
又
は
土
石
の
堆
積
を
行
う
土
地
の
面
積

六

盛
土
若
し
く
は
切
土
の
土
量
又
は
土
石
の
堆
積
の
最
大
堆
積
土
量

七

公
図
の
写
し

八

規
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
又
は
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
図
面
（
位
置
図
を
除
く
。
）

３

知
事
は
、
法
第
十
七
条
又
は
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
完
了
検
査
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
工
事
が
法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、

調
書
に
そ
の
旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

条
例
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
調
書
の
写
し
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

申
請
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

調
書
に
登
録
さ
れ
て
い
る
工
事
の
許
可
番
号

三

必
要
な
写
し
の
部
数

四

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
調
書
の
閲
覧
の
方
法
）

第
四
条

調
書
の
閲
覧
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法

二

知
事
が
別
に
定
め
る
日
時
及
び
場
所
に
お
け
る
調
書
の
閲
覧

（
調
書
の
閉
鎖
）

第
五
条

知
事
は
、
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
又
は
法
第
二
十
条

第
一
項
若
し
く
は
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
を
行
っ
た
場
合
は
、
遅
滞

な
く
、
調
書
を
閉
鎖
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

技
術
的
基
準

（
地
盤
に
つ
い
て
講
ず
る
措
置
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
六
条

盛
土
又
は
切
土
を
し
た
後
の
地
盤
に
崩
壊
が
生
じ
な
い
よ
う
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
項
に
規
定
す

る
地
盤
の
安
定
計
算
を
行
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

盛
土
の
高
さ
が
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
十
メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
以
内
ご

と
に
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
小
段
を
設
け
る
こ
と
。

二

切
土
の
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合

高
さ
五
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
幅
一
・
五
メ
ー

ト
ル
以
上
の
小
段
を
設
け
る
こ
と
。

２

高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
盛
土
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
盛
土
を
し
た
後
の
地
盤
に

つ
い
て
、
土
質
試
験
そ
の
他
の
調
査
又
は
試
験
に
基
づ
く
地
盤
の
安
定
計
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
そ

の
安
定
が
保
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
盛
土
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
土
質
試
験
そ
の
他
の
調
査

又
は
試
験
に
基
づ
く
安
定
計
算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
震
力
及
び
そ
の
盛
土
の
自
重
に
よ
る
当
該

盛
土
の
滑
り
出
す
力
が
そ
の
滑
り
面
に
対
す
る
最
大
摩
擦
抵
抗
力
そ
の
他
の
抵
抗
力
を
下
回
る
こ
と

を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



令和6年3月29日（金曜日）東 京 都 公 報（増刊 19） ６

一

盛
土
を
す
る
土
地
の
面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
盛
土
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
盛
土
を
す
る
土
地
の
地
下
水
位
が
盛
土
を
す
る
前
の
地
盤
面
の
高
さ
を
超
え
、
盛
土

の
内
部
に
侵
入
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も
の

二

盛
土
を
す
る
前
の
地
盤
面
が
水
平
面
に
対
し
二
十
度
以
上
の
角
度
を
な
し
、
か
つ
、
盛
土
の
高

さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
も
の

三

盛
土
の
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

（
地
盤
の
許
容
応
力
度
）

第
七
条

令
第
九
条
第
三
項
第
二
号
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

地
盤
の
許
容
応
力
度
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
九
十

三
条
本
文
の
方
法
の
例
に
よ
り
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

令
第
十
条
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
間
知
石
練
積
み
造
そ

の
他
の
練
積
み
造
の
擁
壁
の
構
造
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
地
盤
の
許
容
応
力
度
が
、
当
該

擁
壁
の
基
礎
地
盤
に
必
要
と
さ
れ
る
許
容
応
力
度
を
上
回
る
こ
と
を
確
か
め
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

令
第
十
七
条
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
擁
壁
を

設
置
す
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
地
盤
の
許
容
応
力
度
が
、
当
該
擁
壁
の
基
礎
地

盤
に
必
要
と
さ
れ
る
許
容
応
力
度
を
上
回
る
こ
と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条

法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
申
請
時
に
お
け
る
構

造
計
算
に
お
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
九
十
三
条
た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
る
数
値
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

法
第
十
五
条
又
は
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
前
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

工
事
に
係
る
構
造
計
算
に
お
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
九
十

三
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
数
値
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
構
造
計
算
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
許
可
に
係
る
工

事
に
着
手
し
た
後
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
盤
の
許
容
応
力
度
を
定
め
、
そ
の
結
果
が
当
該

数
値
を
上
回
る
こ
と
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
の
擁
壁
の
構
造
）

第
九
条

第
六
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
盛
土
又
は
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
切
土
を
し
た
土
地

の
部
分
に
生
ず
る
崖
面
に
設
置
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
又
は
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
擁
壁
の

構
造
は
、
構
造
計
算
に
よ
っ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
を
確
か
め
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

土
圧
、
水
圧
、
自
重
及
び
地
震
力
に
よ
る
荷
重
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
土
圧
等
」
と
い

う
。
）
に
よ
っ
て
擁
壁
が
破
壊
さ
れ
な
い
こ
と
。

二

土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
が
転
倒
し
な
い
こ
と
。

三

土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
の
基
礎
が
滑
ら
な
い
こ
と
。

四

土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
が
沈
下
し
な
い
こ
と
。

２

前
項
の
構
造
計
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
の
各
部
に
生
ず
る
応
力
度
が
、
擁
壁
の
材
料
で
あ
る
鋼
材
又
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
短
期
許
容
応
力
度
を
超
え
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。

二

土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
の
各
部
に
生
ず
る
応
力
度
が
、
擁
壁
の
材
料
で
あ
る
鋼
材
又
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
終
局
耐
力
を
超
え
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。

三

土
圧
等
に
よ
る
擁
壁
の
転
倒
モ
ー
メ
ン
ト
が
擁
壁
の
安
定
モ
ー
メ
ン
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確

か
め
る
こ
と
。

四

土
圧
等
に
よ
る
擁
壁
の
基
礎
の
滑
り
出
す
力
が
擁
壁
の
基
礎
の
地
盤
に
対
す
る
最
大
摩
擦
抵
抗

力
そ
の
他
の
抵
抗
力
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。

五

土
圧
等
に
よ
っ
て
擁
壁
の
地
盤
に
生
ず
る
応
力
度
が
当
該
地
盤
の
極
限
支
持
力
度
を
超
え
な
い

こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。

３

前
項
の
構
造
計
算
に
必
要
な
数
値
は
、
令
第
九
条
第
三
項
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
定
め
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
項
第
一
号
の
構
造
計
算

設
計
水
平
震
度
〇
・
二
〇
以
上

二

前
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
構
造
計
算

設
計
水
平
震
度
〇
・
二
五
以
上

（
任
意
に
設
置
す
る
擁
壁
の
構
造
）

第
十
条

法
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
法
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
（
法
第
十
五
条
又
は
法
第
三
十

四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
に
係
る
宅
地
造
成

に
関
す
る
工
事
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
若
し
く
は
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
許
可
（
法
第
三
十
四
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条
又
は
法
第
三
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含

む
。
）
に
係
る
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
に
よ
り
設
置
す
る
擁
壁
で
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
下
の
崖

面
に
設
置
す
る
も
の
（
令
第
八
条
第
一
項
第
一
号
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
無
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
若
し
く
は
間
知
石
練
積
み
造
そ
の
他
の
練
積
み
造
又
は
令
第
十
七
条
に
規
定
す
る
擁

壁
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
特
殊
の
材
料
又
は
構
法
に
よ
る
擁
壁
）

第
十
一
条

第
六
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
盛
土
又
は
高
さ
が
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
切
土
に
つ
い
て
、

令
第
十
七
条
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
擁
壁
を
設

置
す
る
と
き
は
、
中
規
模
地
震
動
（
設
計
水
平
震
度
が
〇
・
二
〇
相
当
の
地
震
動
を
い
う
。
）
及
び

大
規
模
地
震
動
（
設
計
水
平
震
度
が
〇
・
二
五
相
当
の
地
震
動
を
い
う
。
）
に
対
応
し
た
擁
壁
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
）

第
十
二
条

令
第
十
九
条
第
二
項
（
令
第
三
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
は
、
令
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置

の
う
ち
、
規
則
第
三
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
措
置
に
よ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
擁
壁
等
の
設
置
の
緩
和
）

第
十
三
条

盛
土
又
は
切
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
生
ず
る
崖
面
に
つ
い
て
、
そ
の
崖
の
一
部
が
河
川
、

池
、
沼
等
の
水
面
又
は
農
地
、
採
草
放
牧
地
、
森
林
等
に
接
す
る
場
合
に
お
い
て
、
災
害
の
防
止
上

支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
令
第
八
条
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
擁
壁
又
は
令
第
十
四
条
（
令
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
の
設
置
に
代
え
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の

工
法
に
よ
り
措
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

石
積
み
工

し
が
ら

二

編
柵
工
、
筋
工
又
は
積
苗
工

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
災
害
の
防
止
上
適
当
と
認
め
ら
れ
る
工
法

第
四
章

特
定
工
程

（
特
定
工
程
の
通
知
）

第
十
四
条

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
特
定
工
程
通
知
書
（
別
記
第
一
号
様
式
）

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
工
程
の
指
定
の
通
知
）

第
十
五
条

条
例
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
特
定
工
程
指
定
通
知
書
（
別
記
第
二
号
様

式
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
五
章

雑
則

（
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
許
可
の
申
請
等
の
添
付
書
類
）

第
十
六
条

規
則
第
七
条
第
一
項
第
十
二
号
及
び
規
則
第
六
十
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る

書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

工
事
主
に
当
該
工
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
し

て
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の

二

工
事
施
行
者
に
当
該
工
事
を
完
成
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
し

て
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の

三

排
水
施
設
の
設
計
に
係
る
書
類

四

土
地
の
求
積
図

五

擁
壁
の
展
開
図

２

規
則
第
七
条
第
二
項
第
十
号
及
び
規
則
第
六
十
三
条
第
二
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、

前
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

３

規
則
第
五
十
八
条
第
一
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

４

規
則
第
五
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

（
工
事
着
手
届
）

第
十
七
条

法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
法
第
十
五
条
又
は

法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
受

け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
工
事
に
着
手
し
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
速
や
か

に
工
事
着
手
届
（
別
記
第
三
号
様
式
）
を
知
事
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。
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一

法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
工
事
主
が
掲
げ
る
標
識
の
設
置
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
写
真

二

防
災
計
画
平
面
図

三

工
事
の
工
程
を
示
す
書
類

四

緊
急
時
に
お
け
る
連
絡
方
法

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
十
五
条
第
二
項
又
は
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

前
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
工
事
に
あ
っ
て
は
、
都
市
計
画
法
に
規
定
す
る
開
発
行

為
等
の
規
制
に
係
る
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
規
則
第
百
五
十
三
号
）
第
六
条
の
工
事
着

手
届
出
書
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
項
の
工
事
着
手
届

の
提
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
工
事
の
廃
止
）

第
十
八
条

法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
法
第
十
五
条
第
一

項
又
は
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を

含
む
。
）
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
工
事
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を

知
事
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

（
定
期
の
報
告
）

第
十
九
条

法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
定
期
報
告
書

（
別
記
第
四
号
様
式
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
身
分
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
条

法
第
七
条
第
一
項
（
法
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
法
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
第
五
号
様
式
に
よ
る
。

（
監
督
処
分
の
公
表
）

第
二
十
一
条

条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
広
く
都
民

に
周
知
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

条
例
第
六
条
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

監
督
処
分
に
係
る
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
の
場
所

二

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
行
為
の
内
容

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
五
号
。
以
下
「
改
正

法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
と
さ
れ
る
改
正
法
に

よ
る
改
正
前
の
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
本
文

の
許
可
（
経
過
措
置
期
間
（
改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
過
措
置
期
間
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
経
過
前
に
さ
れ
た
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
又
は
第
二
項
の
許
可
を
含
む
。
）
を
受
け
た
者
に
係
る
当
該
許
可
に
係
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工

事
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
期
間
の
経
過
後
に
お
い
て
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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東
京
都
建
築
指
導
事
務
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
八
十
二
号

東
京
都
建
築
指
導
事
務
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
建
築
指
導
事
務
所
長
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
東
京
都
規
則
第
二
百
六
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
中
「
工
作
物
（
」
の
下
に
「
東
京
都
が
置
く
」
を
加
え
、
「
規
定
に
よ
り
東
京
都
が
置
く
」

を
削
り
、
「
建
築
主
事
」
の
下
に
「
又
は
同
条
第
七
項
の
建
築
副
主
事
」
を
加
え
る
。

第
三
号
ハ
中
「
第
三
項
」
の
下
に
「
、
同
令
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第
六
項
、
第
七
項
」
を
加
え
る
。

第
十
二
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
号
中
「
第
八
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
三

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
。
以
下
「
規
制

法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
務

イ

規
制
法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可

ロ

規
制
法
第
十
二
条
第
二
項
又
は
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
不
許
可
（
規
制
法
第
十
六
条

第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

ハ

規
制
法
第
十
二
条
第
三
項
又
は
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
の
付
与
（
規
制
法
第
十

六
条
第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

ニ

規
制
法
第
十
二
条
第
四
項
又
は
第
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
（
規
制
法
第
十
六
条
第

三
項
又
は
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

ホ

規
制
法
第
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
規
制
法
第
十
六
条

第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

ヘ

規
制
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
（
規
制
法
第
十
六
条

第
三
項
又
は
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

ト

規
制
法
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
及
び
規
制
法
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第
十
六
条
第
二
項
又
は
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

第
二
十
四
号
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
第
一
項
」
に
、
「
及
び
」

を
「
、
規
制
法
第
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
」
に
改
め
、
「
交
付
」
の

下
に
「
、
規
制
法
第
十
七
条
第
四
項
又
は
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
除
却
の
確
認
及
び
規
制

法
第
十
七
条
第
五
項
又
は
第
三
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
」
を
加
え
、
同
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二
十
四
の
二

規
制
法
第
十
八
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工
程
に
係
る

工
事
完
了
の
検
査
及
び
規
制
法
第
十
八
条
第
二
項
又
は
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
中
間
検

査
合
格
証
の
交
付
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
四
の
三

規
制
法
第
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
期
の
報
告
書
の

受
理

第
二
十
五
号
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
二
十
条
又
は
第
三
十
九
条
」
に
改
め
、
「
監
督
処
分
」
の
下

に
「
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例
第
三
十
六
号
）
第
六

条
の
規
定
に
よ
る
公
表
」
を
加
え
、
「
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
宅
地
保
全
」
を
「
第
二
十
二

条
第
二
項
又
は
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
土
地
保
全
」
に
、
「
第
十
七
条
」
を
「
第
二
十
三

条
又
は
第
四
十
二
条
」
に
、
「
第
十
八
条
」
を
「
第
二
十
四
条
又
は
第
四
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
号
中
「
第
十
五
条
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
四
十

条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
に
改
め
、
「
受
理
」
の
下
に
「
、
規
制
法
第
二
十
一
条
第
二

項
又
は
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
」
を
加
え
、
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
五
条
又
は
第

四
十
四
条
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

二
十
六
の
二

規
制
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
公
表
、
同
条
第
三
項
に
よ
る
勧
告
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
六
の
三

規
制
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
並
び
に
同
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
規
制
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告

及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
六
の
四

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
建
設
省
令
第
三
号
）

第
八
十
八
条
に
規
定
す
る
証
明
書
の
発
行
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
六
の
五

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工

程
の
通
知
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）
の
受
理
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工
程
の
指
定
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
工
程
の
指
定

の
通
知
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
六
の
六

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
盛
土
規

制
法
調
書
（
以
下
「
調
書
」
と
い
う
。
）
の
調
製
及
び
保
管
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
書
へ

の
登
録
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
書
の
閲
覧
及
び
写
し
の
交
付
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土

等
規
制
法
施
行
細
則
（
令
和
六
年
東
京
都
規
則
第
八
十
一
号
）
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
調
書
へ

の
付
記
並
び
に
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
受
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
七
号
中
「
東
京
都
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
規
則
第
百
五
十

四
号
）
第
七
条
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
細
則
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
受
理
」
の
下
に
「
及
び
同
規
則
第
十
八
条
に
規
定
す
る
工
事
の
廃
止
の
届
出
の
受
理
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
号
中
「
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
」
を
「
第
五
十
五
条
か
ら
第
六
十
条
ま
で
」
に
、

「
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
号
チ
及
び
リ
中
「
建
築
主
事
」
の
下
に
「
又
は
建
築
副
主
事
」
を
加
え
る
。

第
四
十
九
号
中
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
五
十
号
中
「
東
京
都
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
」
を

「
東
京
都
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
号
、
第
十
五
号
、
第
二
十

三
号
及
び
第
二
十
四
号
の
改
正
規
定
、
同
号
の
次
に
二
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
第
二
十
五
号
及
び
第

二
十
六
号
の
改
正
規
定
、
同
号
の
次
に
五
号
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
二
十
七
号
及
び
第
二
十
八

号
の
改
正
規
定
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例
第
三
十

六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
規
則
第
八
十
三
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
八

十
三
の
部
㈥
の
項
、
二
十
四
の
部
㈡
の
項
及
び
二
十
五
の
部
㈡
の
項
中
「
宅
地
造
成
等

規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一

項
」
に
、
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例
第
三
十
六

号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
に
お
け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す

る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
八
十
四
号

東
京
に
お
け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

東
京
に
お
け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都
規
則
第
三
十

九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
号
ホ
中
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
を
「
漁
港
及
び
漁
場
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

に
改
め
、
「
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
漁
港
漁
場
整
備
法
」
と
い

う
。
」
を
加
え
、
「
第
四
十
条
」
を
「
第
六
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
号
ハ
ト
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
第
四
十
条
」
を
「
第
六
十
六

条
」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
中
「宅

地
造
成
等
規
制
区
域

」
を
「宅

地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
又
は
特
定
盛

土
等
規
制
区
域

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
第
十
五
号
様
式
の
改
正
規

定
は
、
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
条
例
（
令
和
六
年
東
京
都
条
例
第
三
十
六
号
）
の

施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
際
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
東
京
に
お
け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
別
記
第
十
五
号
様
式

に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
八
十
五
号

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
一
年
東
京
都
規
則
第
百
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
医
療
費
支
給
認
定
の
申
請
」
の
下
に
「
及
び
小
児
慢
性
特
定
疾
病
要
支
援
者
証

明
（
法
第
十
九
条
の
二
十
二
第
四
項
に
規
定
す
る
証
明
を
い
う
。
）
の
申
請
」
を
加
え
、
「
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
費
支
給
認
定
申
請
書
兼
同
意
書
」
を
「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
支
給
認
定
・
登
録

者
証
申
請
書
兼
同
意
書
」
に
改
め
、
「
（
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
は
、
ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
を
行

う
場
合
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
第
六
項
中

「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
支
給
認
定
申
請
書
（
更
新
）
兼
同
意
書
」
を
「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
費
支
給
認
定
・
登
録
者
証
申
請
書
（
更
新
）
兼
同
意
書
」
に
、
「
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
」
を

「
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
「
及
び
小
児
慢
性
特
定
疾
病
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
用
意
見
書
（
継
続
）

（
別
記
第
十
一
号
の
十
様
式
）
（
ヒ
ト
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
を
行
う
場
合
に
限
る
。
）
」
を
削
る
。

第
十
八
条
第
四
項
中
「
、
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
及
び
医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

「
及
び
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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別
記
第
十
一
号
の
三
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
号
の
三
様
式

削
除

別
記
第
十
一
号
の
七
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第
十
一
号
の
十
様
式

削
除

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
別
記
第
十
一
号
様

式
、
第
十
一
号
の
七
様
式
及
び
第
十
一
号
の
九
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所

要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
記
第
十
一
号
の
九
様
式
及
び
第
十
一
号
の
十
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。発 行
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